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1 はじめに
平成 15年度から高等学校では，新指導要領が実施

され，教科「情報」が新設される．情報という，今
まさに進化・発展している分野を学習する環境とし
ては，教科書をベースにして，教師が教える環境よ
りも，最先端の技術を開発した，現場で活躍してい
る人の話しを聞ける環境，すなわち，本物の人から
学べるコンテンツ学習環境を開発していきたい．

本研究では，「情報」の学習環境として，「Face-to-
Faceのコミュニケーションを通じた，人がコンテン
ツとなる学習教材」を提案する．生徒が興味を持っ
たり，疑問に思ったことを質問すると，それに対し
て専門家が応え，さらに新たな質疑応答を繰り返す
というサイクルを通して，生徒が知りたいところま
で突き詰めることができる．良い質問や回答は新た
なコンテンツとして追加され，オリジナルのコンテ
ンツへフィードバックし，コンテンツ増殖のサイク
ルを実現する [1]．
具体的には，情報教育において人の顔が見える映

像をベースにしたWeb教材と，同じく映像をベー
スにした掲示版型Q&Aシステムを構築する．Q&A
システムは，質問及び回答を，知識映像コンテンツ
(映像に知識がタグ付けされたコンテンツ)として蓄
積する．

さらに，本研究では実証実験を高校で実際に行っ
ている．

2 Face-to-Faceを基調とした学習環境
教育において，生徒の興味・関心に応じ，それぞ

れの分野について深く高度に学び，それぞれの能力
を十分に伸ばすことが重要である．情報科目は，情
報技術というここ 50年の間で進化・発展している
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図 1: 生徒の興味・関心に応じた情報教育

図 2: ユビキタス学習環境

分野であり，このような学習環境を実現するために
は，従来の教科書をベースにして教師が教える環境
だけでなく，最先端の技術を開発した現場で活躍し
ている人の話を直接聞くことができる環境がよい．
図 1に本システムの構成を示す．提案システムは，
大きく分けて映像をベースにしたイニシャルコンテン
ツと同じく映像をベースにしたV-BBS(Video-based
Bulletin Board System)」の 2つにより構成される．
学習者は，興味を持った内容を自由に学ぶ事ができ
る．学習の過程で疑問に思った事は，V-BBSを使う
事で質問可能であり，その質問には，教員だけでな
く，現場の専門家が答えることもある．
このやりとりを通じて Q&Aは新たなコンテンツ
として追加される．さらに，追加されたコンテンツ
に対して新しい質問をする，という過程を経てコン
テンツは拡充され蓄積されていく．
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図 3: 教材コンテンツ例

図 2は，将来本システムを実際に利用している場
面を想定している．学習者は自分が疑問に思ったこ
とをいつでも，どこでも自由に質問でき，その内容
を深く掘り下げていくことできる [2]．

3 Web教材の構成

Web教材は，大きく 2つのページで構成されてい
る．1つは問題出題ページで，もう 1つは解答の際
に学習者を効果的に援助することすることができる
ヒントを集めた，ヘルプページである．問題出題の
ページで，演習課題，ワークシート，提出方法など
最低限の情報が与えられ，その情報だけは理解出来
ない学習者には，ヘルプボックスで詳細な解説をす
るというのが，この教材の基本構造である．

図 3(a)では，ヘルプボックスを開くと最初に学校
の先生が登場する映像が再生され，問題のポイント
を解説する．図 3(b)では，この解説でも問題が理解
できず，さらに詳細な解説を希望する場合には，画
面を下にスクロールして，「どうやって解くの」「ど
ういうこと」「何を使ったらいいの」という 3つの
カテゴリに分類した映像コンテンツを利用する．

人がコンテンツを重視し，これらの映像はすべて
顔が見えるように撮影されており，また内容の説明
も教育番組のような堅いものではなく，生徒に語り
かけるようなものである．これは生徒に親しみを持っ
てもらい，疑問に思った事やわからない事を気軽に
質問してもらうための工夫である．今回，学習教材
として情報 Aの教科書 [3]をベースにした．
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図 4: 映像ベース BBS使用画面例

4 映像ベース BBS(Video-Bulletin

Board System)

ヘルプなどに用意されていない質問に対応するた
めに，映像ベースの掲示板 (V-BBS)も併せて開発
している．図 4に V-BBSの利用画面例を示す．こ
の掲示板では，映像とその内容がテキストでタグ
付けされた形式すなわちMPEG-7形式で蓄積され，
さらにスレッドごとに関連付けされた映像コンテン
ツを構成する．汎用的な MPEG-7形式にすること
で，MKIDS(Multimodal Knowledge and Informa-
tion on Demand Service)[4]などのような他のアプ
リケーションでの再利用が可能となる．

5 まとめ
本研究では，コンテンツを自己拡充するための映
像ベースの Q&Aシステムを利用することで，教育
効果の高い教材コンテンツ生成が行えるという知見
が得られた．さらに，Web技術を利用したコンテン
ツと，Q&Aシステムを活用することにより，従来
の学校教育の枠を超えた高度な学習環境実現に対す
る見通しが得られた．
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